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平成17年度教員教育国際協力センター活動報告
１．センター教員
　　センター所長　　　　　　　　　　　齋藤　昇　教授
　　理数科教員養成研究分野　　　　　　服部勝憲　教授
　　ＩＴ教育人材養成研究分野　　　　　小原　豊　助教授
　　派遣人材養成・事業評価研究分野　　小澤大成　助教授
２．外国人客員研究員
金　判洙（キム・パンスウ）（平成17年５月１日～平成17年８月31日）
マルセリータ・コロネル・マグノ（平成17年９月１日～平成17年12月18日）
マイトリー・インプラシット（平成17年12月19日～平成18年３月31日）
３．主要行事日程
平成17年４月１日　センター開所
８月９日　金　判洙（キム・パンスウ）外国人客員研究員講演会
９月３日　第１回鳴門教育大学国際教育協力ラウンドテーブル
11月４日　平成17年度青年海外協力隊現職教員特別参加制度担当者等会議
現職教員派遣制度の現在と未来　－新世紀の地域国際化のために－
11月13日　国際交流フェスタ　－新世紀の国際交流を探ろう！－
11月26日　国際協力シンポジウム2005
－地域連携による教員研修とＩＴ教育協力のパースペクティブ－
12月７日　マルセリータ・コロネル・マグノ外国人客員研究員講演会
平成18年３月20日　マイトリー・インプラシット外国人客員研究員講演会
４．主要行事概要
⑴　平成17年度青年海外協力隊現職教員特別参加制度担当者等会議
現職教員派遣制度の現在と未来　－新世紀の地域国際化のために－
　文部科学省と鳴門教育大学の共催で，平成17年11月４日大阪市北区梅田の新阪急ビルスカイルームにて開催
した．
　本会議の趣旨は，各都道府県・政令指定都市教育委員会関係者を主たる対象とし，青年海外協力隊への現職
教員特別参加制度の周知とメンタリングを行うものであった．会議は二部構成で行われ，前半に文部科学省，
独立行政法人国際協力機構，および筑波大学教員開発国際協力研究センターの演者による，国際教育の重要性，
現職教員特別参加制度の現状と課題，支援体制に関する講演が行われた．後半では「協力経験はどのように活
かされているか」というテーマに基づき，京都市教育委員会，独立行政法人国際協力機構，沖縄県国際交流・
人材育成財団，徳島県立城西高等学校，北島町立北島南小学校，鳴門教育大学教員教育国際協力センターの各
演者による報告があった．活発な質疑応答が行われた後，閉会となった．
⑵　国際交流フェスタ　－新世紀の国際交流を探ろう！－
　鳴門教育大学教員教育国際協力センターと鳴潮祭実行委員会の共催で，平成17年11月13日本学にて開催し
た．
　本フェスタの趣旨は，鳴門教育大学および徳島大学に在学する留学生と大学生および地域住民との交流の場
を提供することであった．独立行政法人国際協力機構四国支部長による挨拶の後，鳴門教育大学および徳島大
学在学の留学生より「世界の視野から徳島を語る－留学生の視点から－」と題したパネルディスカッションが
行われ，フロアを巻き込んだ活発な議論が展開した．その後、模擬店において留学生の母国料理が振る舞われ
るなど，交流を深めた．
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⑶　国際協力シンポジウム2005　－地域連携による教員研修とＩＴ教育協力のパースペクティブ－
　鳴門教育大学教員教育国際協力センターの主催で，平成17年11月26日本学にて開催した．本シンポジウム
の趣旨は，年々高まりつつある地域連携による教員研修と開発途上国のＩＴ教育の要請に応えて，国際教育協
力についての検討を行うことであり，特にＩＴ活用能力は今や「読み書き」に匹敵し，途上国の発展に協力す
る上で重要な課題の一つとなっている．本シンポジウムは三部構成で行われた．第一部では鳴門教育大学の国
際協力への期待について文部科学省，国際協力機構，ラオス教育省の演者より講演があり，その後鳴門教育大
学理事が本学の国際協力とその展望について講演した．第二部では基調講演として徳島県国際交流協会の演者
による「徳島県の国際化について」という題目での講演があった．第三部では，シンポジウム「国別報告世界
の教員研修とＩＴ教育－開発途上国の現場から」と題し，南アフリカ共和国ムプマランガ州教育省，本学教員
教育国際協力センター外国人客員研究員，エジプトアルアッシャー言語専門学校，タイ教育省の演者より，南
アフリカ共和国，フィリピン，エジプト，そしてタイの教員研修の現状と課題に関して報告があった．その後
パネルディスカッション形式で，フロアも巻き込んだ活発な議論が展開され，途上国の現状を踏まえた有益な
教育協力に関する展望が得られた．
⑷　第１回鳴門教育大学国際教育協力ラウンドテーブル
　平成17年９月３日に本学で開催された．趣旨は，徳島県在住で広い意味の国際教育協力に従来から携わって
来た人材を招き，国際教育協力経験を共有するとともに，その豊富な経験を地域での教育や教員の資質向上に
どのように結び付けていけば良いのかを考える場を作ることである．青年海外協力隊経験者である小松島高等
学校，徳島市教育委員会および元宍喰商業高等学校の演者，日本人学校経験者である板野西部青少年補導セン
ターの演者，北島南小学校の演者による実践報告の後，豊富な経験を地域で生かす枠組に関する活発な議論が
行われた．
⑸　金　判洙（キム・パンスウ）氏講演会
　平成17年８月９日に開催された．講演は二部構成からなり，第一部では韓国の数学教育事情と題し，韓国の
英才教育の現状と創造性教育について，第二部では，韓国の国際協力の現状についての報告である．
⑹　マルセリータ・コロネル・マグノ氏講演会
　平成17年12月７日に開催された．講演は二部構成からなり，第一部ではフィリピンの現職教員研修における
授業研究の導入に関し，事例研究として高等学校の化学の例を挙げ，その教員の質向上に関する効果について
検討した結果が報告された．第二部では，鳴門教育大学教員教育国際協力センター着任後取り組んだ外国人留
学生／教員研修生グループのＩＣＴに基づく授業の開発についての報告である．
⑺　マイトリー・インプラシット氏講演会
　平成18年３月20日に行われた．講演はタイの国際協力の現状と課題と題した報告である．
５．所属教員の海外調査および協力活動
平成17年３月28日～４月10日 南アフリカ共和国ムプマランガ州中等理数科教員再訓練計画フェーズ２短期専門
家派遣（小澤大成助教授）
平成17年４月30日～５月９日　エジプト教育実態調査（服部勝憲教授）
平成17年５月29日～６月12日 南アフリカ共和国ムプマランガ州中等理数科教員再訓練計画フェーズ２短期専門
家派遣（服部勝憲教授，小澤大成助教授）
平成17年７月６日～８月４日　アフガニスタン短期専門家派遣（小原豊助教授）
平成17年８月11日～９月３日　ラオス理数科教員プロジェクト短期専門家派遣（齋藤昇センター所長）
平成17年９月24日～10月７日 南アフリカ共和国ムプマランガ州中等理数科教員再訓練計画フェーズ２事業評価
調査（小澤大成助教授）
平成17年10月18日～10月30日　エチオピア訪問調査（服部勝憲教授，小澤大成助教授）
平成18年３月14日～３月26日 南アフリカ共和国ムプマランガ州中等理数科教員再訓練計画フェーズ２短期専門
家派遣（小澤大成助教授）
